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氏
子
さ
ん
や
周
辺
住
民
が
反
対
運
動

7
世
紀
は
じ
め
に
創
砲
さ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
が
シ
ョ
ン
を
建
築
す
る
と
い
う

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
垂
水
持
ち
上
が
り
、
周
辺
住
民
や
も
の
。
用
地
は
、
ボ
l
イ
ス

の
滝
」
で
有
名
な
垂
水
神
社
聞
社
の
氏
子
さ
ん
た
ち
が
反
カ
ウ
ト
な
ど
が
活
動
場
所
に

に
隣
接
す
る
吹
田
市
円
山
町
対
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
し
て
い
る
垂
水
神
社
の
境
内

マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
隣
接
し
て
お
り
、
周
辺

計
画
は
、
円
山
住
民
や
聞
社
の
氏
子
た
ち

町
1
6
8ー
乃
は
、
「
図
面
等
に
よ
る
と
景

で
戸
建
分
譲
観
、
地
域
活
動
、
遺
跡
、
そ

『
セ
ン
シ
ア
吹
の
他
、
地
下
水
脈
の
出
口
に

田
円
山
町
』

4

当
た
る
と
と
に
関
係
し
て

戸
を
販
売
中
の
『
垂
水
の
滝
』
へ
の
影
響
、

尼
崎
市
の
不
動
工
事
自
体
が
危
険
で
、
山
崩

産
販
売
会
社
れ
の
誘
発
等
、
多
く
の
問
題

が
、
同
住
宅
が
が
あ
る
」
と
反
対
を
表
明
。

完
売
し
た
段
階
千
三
地
区
連
合
自
治
会
、
豊

で
、
そ
の
南
側
一
地
区
連
合
自
治
会
、
円
山

急
斜
面
に
マ
ン
町
自
治
会
、
玉
の
井
自
治
会

マンショ ン建設が計画されている
垂水神社境内の隣接地

井
上
哲
也
吹
田
市
長

の
各
会
長
ち
が
代
表
世
話
人

が
初
登
庁

と
な
り
、
垂
水
神
社
の
春
祭
一
方
、

5
月
凶
日
に
第
四

り
の
5
月
幻
目
、
幻
自
に
氏
代
吹
田
市
長
に
就
任
し
た
井

子
総
代
一
間
と
ボ
l
イ
ス
カ
ト
膏
也
さ
ん
は
凶
日
に
初
登

ウ
ト
が
境
内
で
署
名
活
動
を
庁
。
財
政
非
常
事
態
宣
言
を

行
っ
て
3
6
0
7筆
を
集
行
い
斗
皆
さ
ん
が
信
念
が
薄

め
、
幻
自
に
吹
田
市
役
所
に
っ
て
市
民
の
た
め
に
さ
れ
て

井
上
哲
也
市
長
を
訪
ね
、
提
い
る
仕
事
の
責
任
は
私
市
長

出

し

た

。

が

取

る

の

で

、

安

心

し

て

市

民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
仕
事

前
吹
田
市
長
阪
口

善
雄
さ
ん
が
退
任
式

前
吹
田
市
長
の
阪
口
普
雄

さ
ん
が
5
月
日
目
、
吹
田
市

役
所
ロ
ビ
ー
で
退
任
式
を
行

い
、
「
よ
く
一
市
民
に
な
っ

て
と
い
わ
れ
る
が
、
私
は
一

市
民
で
は
な
く
、
と
れ
か
ら

も
市
長
の
よ
う
な
目
を
持
っ

て
頑
張
る
。
そ
し
て
吹
田
の

街
づ
く
り
吹
田
の
市
政
を

反
対
運
動
に
つ
い
て
千
里
山
会
に
も
、
署
名
な
ど
協
力
の
依
頼
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

総
会
ま
で
に
会
と
し
て
署
名
活
動
を
行
う
の
は
困
難
で
す
が
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
資
料
な
ど
ご
提
供
致
し
ま
す
。

き
ち
っ
と
見
守
っ
て
い
く
。

退
任
式
は
私
の
新
し
い
ス
タ

ー
ト
の
第
一
歩
に
し
た
い
」

と
見
送
り
に
駆
り
つ
け
た
人

々
に
呼
び
か
け
た
。

を
し
て
ほ
し
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
輝
け
る
希
望
を
持
っ

て
頂
く
た
め
に
、
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
市
職
員

に
呼
び
か
け
た
。

退任式での
阪 口前 市 長

初 登 庁の挨拶を
す る 井 上 新 市 長
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